
今
様
に
お
け
る
公
任
崇
拝

-
　
r
梁
塵
秘
抄
』
所
収
今
様
と
和
歌
と
の
比
較
を
試
み
て
　
-

i
、
且
5

真
心
　
　
卿

は
じ
め
に

今
様
は
'
平
安
時
代
末
期
へ
院
政
期
に
'
幅
広
い
階
層
の
人
々
に
人
気
を
得

て
い
た
歌
謡
で
あ
り
'
芸
能
で
あ
っ
た
。
後
白
河
院
は
今
様
に
心
酔
し
て
『
梁

塵
秘
抄
』
と
い
う
今
様
の
集
成
二
十
巻
を
残
し
た
。
今
様
は
芸
能
で
は
あ
る
も

の
の
、
芦
を
発
し
て
行
わ
れ
る
謡
い
物
で
あ
る
と
い
う
点
で
'
詠
む
物
で
あ
る

和
歌
と
共
通
す
る
も
の
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
す
べ
て
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
は
い
な
い
も
の
の
へ
今
様
の
作
者
の
中
に
は
'
今
様
の
歌
い
手
で
あ
っ

(
I
)

た
遊
女
た
ち
の
外
に
も
'
源
資
賢
・
慈
円
な
ど
'
後
白
河
院
周
辺
の
貿
族
で
あ

る
歌
詠
み
た
ち
も
混
じ
っ
て
い
た
の
で
'
和
歌
と
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
可
能

性
は
大
き
い
。
し
た
が
っ
て
和
歌
と
の
関
連
性
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ

に
つ
い
て
す
で
に
多
-
の
論
文
が
出
さ
れ
て
お
り
へ
特
に
『
梁
塵
秘
抄
』
　
口
伝

G
K

集
と
『
俊
頼
髄
脳
』
と
の
関
連
は
た
び
た
び
言
わ
れ
て
き
た
o
そ
れ
ら
の
論
考

は
い
ず
れ
も
『
梁
塵
秘
抄
』
　
口
伝
集
巻
第
十
に
'

詠
む
歌
に
は
'
髄
脳
・
打
開
な
ど
い
ひ
て
お
ほ
-
あ
り
げ
な
り
。
今
様
に

は
'
い
ま
だ
さ
る
こ
と
な
け
れ
ば
'
俊
頬
か
髄
脳
を
ま
ね
び
て
、
こ
れ
を

C
T

撰
ぶ
と
こ
ろ
な
り
。

と
い
う
箇
所
が
あ
る
こ
と
か
ら
'
考
察
を
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
O

確
か
に
へ
.
r
梁
塵
秘
抄
』
口
伝
集
に
は
『
俊
頼
髄
脳
』
の
影
響
が
大
い
に
認

め
ら
れ
る
O
が
'
『
俊
頼
髄
脳
』
の
影
響
は
『
梁
塵
秘
抄
』
と
い
う
書
物
を
編

纂
す
る
に
至
っ
た
経
緯
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
口
伝
集
だ
け
に
限
ら
れ
る
も
の

で
あ
り
'
歌
詞
集
に
ま
で
は
及
ん
で
い
な
い
。

し
か
し
'
稿
者
は
t
 
r
梁
塵
秘
抄
』
所
収
の
歌
詞
そ
の
も
の
に
も
'
そ
れ
に

影
響
を
与
え
て
い
た
和
歌
と
何
ら
か
の
関
連
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
O
と
い
う
の
は
t
 
r
梁
塵
秘
抄
』
歌
詞
集
巻
第
1
(
断
簡
)
と
巻
第
二
の

詞
章
を
見
る
と
き
'
内
容
や
表
現
技
法
は
違
っ
て
い
る
も
の
の
へ
前
に
も
触
れ

た
よ
う
に
、
今
様
の
作
者
た
ち
か
同
時
に
歌
詠
み
で
も
あ
っ
た
ゆ
え
に
へ
形
式

面
で
和
歌
か
歌
謡
か
の
区
別
が
は
っ
き
り
し
な
い
ほ
ど
、
転
用
さ
れ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
場
合
が
目
に
付
く
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
ら
の
歌
謡
群
の
中
に
は
和
歌
に
典
拠
を
持
つ
今
様
が
あ
り
へ
そ
の
出
典

関
係
を
見
て
み
る
と
'
平
安
時
代
の
歌
人
藤
原
公
任
の
姿
が
見
え
て
く
る
の
で

(

蝣

*

)

あ
る
。
F
梁
塵
秘
抄
』
の
中
か
ら
和
歌
に
典
拠
を
持
つ
今
様
は
諸
注
釈
書
で
指

摘
さ
れ
て
い
る
も
の
を
数
え
る
と
'
九
三
首
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の

中
で
公
任
撰
集
の
作
品
の
中
に
撰
ば
れ
て
い
る
の
は
延
べ
三
二
首
も
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
事
実
か
ら
'
今
様
歌
に
は
公
任
の
存
在
か
あ
る
程
度
反
映
さ
れ
て
い

る
よ
う
な
節
が
あ
る
。

本
稿
は
'
今
様
が
芸
能
の
主
流
に
な
っ
て
い
た
今
様
全
盛
期
の
今
様
作
品
に
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公
任
が
ど
の
よ
う
な
形
で
現
れ
る
か
を
調
査
し
、
考
察
を
行
お
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
へ
ま
ず
へ
今
様
と
和
歌
と
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
を
行

い
へ
　
そ
れ
か
ら
公
任
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

l
　
今
様
と
和
歌

今
様
と
和
歌
と
の
関
連
に
つ
い
て
へ
　
そ
の
典
拠
や
類
句
関
係
な
ど
が
諸
注
釈

書
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
今
様
作
品
を
私
に
分
類
し
て
み
る
と
へ
次
の
通
り
で
あ

l
a

A
和
歌
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
も
の
-
-
-
五
八
首

B
和
歌
を
引
用
し
な
か
ら
上
の
句
や
下
の
句
が

も
と
の
歌
と
異
な
っ
て
い
る
も
の
-
・
　
　
　
-
・
-
五
首

C
短
歌
形
式
(
五
七
五
七
七
)
で
あ
り
な
が
ら

歌
句
を
取
り
入
れ
て
い
る
も
の
-
-
-
-
-
-
-
-
-
五
首

D
あ
る
句
を
除
け
ば
和
歌
の
形
式
と
な
る
も
の
-
-
-
-
九
首

E
今
様
の
形
式
(
七
五
調
又
は
八
五
調
)
　
で
あ

り
な
が
ら
和
歌
の
句
を
取
り
入
れ
て
い
る
も
の

F
朗
詠
を
今
様
化
し
た
も
の

六
首
七
首
三
首
三
首

A
I
B
・
C
は
短
歌
の
形
式
を
取
っ
て
い
る
今
様
で
あ
る
。
特
に
A
の
場
合
へ

五
八
首
も
の
和
歌
を
そ
の
ま
ま
今
様
化
し
て
い
る
。
D
は
今
様
の
形
式
で
あ
り

な
が
ら
へ
あ
る
句
を
除
け
ば
和
歌
の
形
式
と
な
る
も
の
で
、
ほ
と
ん
ど
和
歌
か

ら
派
生
し
て
今
様
化
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
E
は
'
和
歌
の
句
を
取
り

入
れ
た
今
様
形
式
の
も
の
へ
F
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
集
め
ら
れ
た
沃
詩
を
今

様
化
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
今
様
は
す
べ
て
和
歌
と
の
深
い
関
連

を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
を
さ
ら
に
典
拠
別
に
分
類
し
て
み
る
と

次
の
よ
う
に
な
る
。

・
拾
迫
集
二
七
首
(
金
玉
集
・
深
窓
秘
抄
・
前
十
五
番
歌
合
・
和
歌
九

品
・
新
撰
朗
詠
集
‥
各
一
首
二
二
十
六
人
撰
=
二
首
・
和
漢
朗
詠
集

‥
三
首
)

・
後
拾
遺
集
‥
1
三
首
(
公
任
集
‥
一
首
)

・
古
今
集
二
二
首
(
金
玉
集
・
和
漢
朗
詠
集
二
二
十
六
人
撰
・
伊
勢
集

・
私
撰
集
‥
各
一
首
・
古
今
六
帖
‥
二
首
)

・
久
安
百
首
・
高
陽
院
歌
合
‖
五
首

・
後
撰
集
(
和
漢
朗
詠
集
・
新
撰
朗
詠
集
‥
各
一
首
)
・
古
今
六
帖
・
貫

之
集
・
和
漢
朗
詠
集
‥
各
四
首

・
詞
花
集
・
新
古
今
集
(
源
信
明
集
・
深
窓
秘
抄
‥
各
1
首
・
和
浜
朗
詠

集
‥
二
首
)
・
公
任
集
・
赤
染
衛
門
集
‥
各
三
首

・
金
葉
菜
・
万
葉
集
‥
各
二
首

・
千
載
集
・
新
後
拾
遺
集
(
匡
房
集
)
・
新
続
古
今
集
・
寂
蓮
法
師
集
・

夫
木
抄
・
伊
勢
集
・
和
泉
式
部
集
・
長
秋
詠
革
・
枕
草
子
・
袖
中
抄

・
l
品
経
和
歌
・
源
氏
釈
‖
各
1
首

(
数
の
多
い
順
〔
括
弧
内
は
へ
そ
の
歌
が
採
ら
れ
て
い
る
他
の
歌
集
類
〕
)
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右
は
'
典
拠
ま
た
は
類
句
の
関
係
が
諸
注
釈
書
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
今
様
の

す
べ
て
で
あ
る
が
へ
　
こ
の
中
で
公
任
撰
集
及
び
公
任
歌
関
連
今
様
の
典
拠
を
抜

き
出
し
て
み
よ
う
。

A
　
公
任
撰
集

・
和
漢
朗
詠
集
(
十
1
首
)

・
拾
遺
抄
(
八
首
)
　
〔
拾
遺
集
十
七
首
の
内
の
八
首
〕

二
二
十
六
人
撰
(
三
首
)

・
金
玉
集
(
二
首
)

・
深
窓
秘
抄
(
二
首
)

・
和
歌
九
品
(
1
首
)

・
前
十
五
番
歌
合
(
1
首
)

B
　
公
任
歌

・
公
任
共
(
四
首
)

A
は
'
今
様
と
関
わ
り
を
持
つ
和
歌
の
多
-
が
公
任
撰
の
歌
集
に
採
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
分
か
る
。
ま
た
へ
　
公
任
撰
の
歌
集
だ
け
で
な
-
B
の
よ
う
に
公
任
の

家
集
に
も
四
首
あ
る
。
つ
ま
り
延
べ
三
二
首
の
公
任
撰
歌
及
び
公
任
歌
を
典
拠

と
す
る
今
様
が
『
梁
塵
秘
抄
』
の
中
に
採
ら
れ
て
い
る
O
も
ち
ろ
ん
へ
　
『
拾
迫

抄
』
や
『
和
漢
朗
詠
集
』
な
ど
は
多
-
の
人
々
に
読
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
り
へ

そ
れ
ら
の
撰
集
に
収
め
ら
れ
た
歌
か
今
様
の
中
に
取
り
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
は

注
目
さ
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
へ
公
任
か
良
い
歌
と
し
て
評
価
し
て
い
た
歌
か
今

様
に
も
摂
取
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
推
測
し
て
み
る

と
へ
表
面
に
は
出
な
い
も
の
の
へ
今
様
の
成
立
段
階
に
お
い
て
'
藤
原
公
任
の

存
在
が
今
様
作
品
の
創
作
者
た
ち
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
あ
り
方
で
あ
る
の
か
を
次
に
考
察
し

て
み
た
い
。

二
　
今
様
と
関
わ
り
を
持
つ
公
任
採
の
和
歌

『
梁
塵
秘
抄
』
に
収
録
さ
れ
た
今
様
の
う
ち
へ
巻
第
1
の
今
様
(
「
狭
義
の
今

様
」
も
し
-
は
「
只
の
今
様
」
)
に
は
'
藤
原
公
任
撰
の
歌
集
が
多
-
取
り
あ
げ
ら

れ
て
い
る
今
様
作
品
が
存
在
す
る
。

聞
-
に
お
か
し
き
和
歌
の
集
は
　
後
援
古
今
矧
珊
釧
　
新
撰
劇
劃
肋

、
'
・
'
-
7
-
*
c
-
I
.
…
∴
・
∴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
"
け
j
‥
　
　
卜
四
.

和
歌
に
は
'
文
字
を
通
し
て
享
受
す
る
場
合
と
'
声
を
通
し
て
享
受
す
る
場

合
か
あ
り
へ
　
『
梁
塵
秘
抄
』
十
四
番
の
「
聞
-
に
お
か
し
き
和
歌
の
集
は
～
」
は
'

和
歌
を
評
価
す
る
上
で
'
聴
覚
的
な
印
象
へ
　
つ
ま
り
リ
ズ
ム
や
律
動
感
が
重
視

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
'
注
目
し
た
い
の
は
'
「
聞
-
に
お
か
し
き
和
歌
の
集
」
の
大
半
を
占

め
て
い
る
の
か
へ
傍
線
部
の
よ
う
に
'
公
任
技
の
歌
集
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

『
後
撰
集
』
　
F
古
今
集
』
　
『
拾
退
抄
』
は
当
代
の
勅
撃
二
代
集
と
し
て
世
間
に

症
-
知
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
か
、
『
新
撰
和
歌
』
　
『
金
玉
集
』
　
『
和
漢

朗
詠
集
』
　
r
古
今
六
帖
』
　
『
前
十
五
番
歌
合
』
　
『
後
十
五
番
歌
合
』
が
挙
が
っ

て
い
る
の
は
興
味
深
い
O
勅
撰
集
以
外
で
は
『
新
撰
和
歌
』
と
『
古
今
六
帖
』

を
除
い
て
'
『
金
玉
集
』
　
『
和
沃
朗
詠
集
』
　
『
前
十
五
番
歌
合
』
　
『
後
十
五
番

歌
合
』
が
藤
原
公
任
の
按
で
あ
る
O
こ
の
よ
う
な
事
実
は
'
公
任
が
「
四
条
大
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納
言
」
と
し
て
当
時
の
和
歌
の
世
界
で
広
-
知
ら
れ
て
い
て
'
多
-
の
歌
詠
み

た
ち
の
模
範
と
な
っ
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
よ
う
。
ま
た
こ
の
こ
と
は
'
公
任

撰
の
歌
集
に
含
ま
れ
て
い
る
歌
を
典
拠
に
し
て
今
様
作
品
が
成
立
し
た
背
景
の

一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

公
任
と
今
様
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
へ
す
で
に
新
聞
進
一
氏
に
よ
っ
て
「
公

任
の
名
が
'
『
秘
抄
』
関
係
の
今
様
の
作
者
に
親
し
か
っ
た
こ
と
は
'
認
め
て

(
5
)

よ
い
の
で
あ
り
」
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
へ
小
野
恭
靖
氏
も
'
『
梁
塵
秘
抄
』
巻

第
l
の
長
歌
(
八
)
「
そ
よ
　
折
津
の
国
の
長
柄
の
橋
も
造
る
な
り
　
今
は
我
身

を
何
に
撃
え
ん
」
が
『
古
今
集
』
　
『
古
今
六
帖
』
　
『
金
玉
集
』
に
採
ら
れ
て
い

て
'
そ
の
う
ち
F
金
玉
集
』
だ
け
が
　
『
梁
塵
秘
抄
』
と
全
く
同
じ
形
で
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
て
'
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

八
番
歌
は
「
そ
よ
津
の
国
の
長
柄
の
橋
も
造
る
な
り
今
は
わ
が
身
を
何
に

皆
へ
ん
」
で
'
出
典
は
伊
勢
の
和
歌
で
あ
る
。
『
古
今
集
』
へ
　
『
古
今
和

歌
六
帖
』
に
は
初
句
を
「
難
波
な
る
」
と
し
て
採
ら
れ
る
か
'
『
金
玉
集
』

に
は
「
津
の
国
の
」
と
八
番
歌
と
同
じ
形
で
見
え
る
。
こ
の
例
か
ら
も
『
梁

塵
秘
抄
』
所
収
の
長
歌
の
歌
謡
詞
章
が
公
任
撰
集
と
深
い
か
か
わ
り
を
持

e
サ
:

つ
こ
と
か
窺
え
る
O

確
か
に
『
梁
塵
秘
抄
』
　
の
長
歌
と
公
任
撰
の
歌
集
と
の
関
わ
り
は
深
い
と
言
え

よ
う
。
小
野
氏
の
指
摘
は
'
『
梁
塵
秘
抄
』
八
番
歌
の
詞
章
の
成
立
の
段
階
で

『
古
今
集
』
で
も
『
古
今
六
帖
』
で
も
な
い
'
『
金
玉
集
』
　
(
『
伊
勢
集
』
同

様
)
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
た
可
能
性
か
高
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。
ま
た
へ
　
『
金
玉
集
』
と
『
伊
勢
集
』
の
う
ち
へ
　
「
閉
-
に
お
か
し

き
和
歌
の
集
」
と
し
て
『
金
玉
集
』
か
挙
が
っ
て
い
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
へ

『
伊
勢
集
』
よ
り
も
『
金
玉
集
』
に
よ
っ
て
伊
勢
の
歌
が
『
梁
塵
秘
抄
』
八
番

歌
の
よ
う
に
今
様
化
さ
れ
て
い
る
可
能
性
は
高
い
と
言
え
よ
う
。
『
金
玉
集
』

か
公
任
按
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

長
歌
に
関
し
て
公
任
撰
の
歌
集
の
受
容
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
小
野
氏
の
指

摘
は
'
果
た
し
て
長
歌
だ
け
に
限
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
梁
塵
秘
抄
』
歌

詞
集
巻
第
二
の
法
文
歌
の
詞
章
に
も
'
長
歌
ほ
ど
で
は
な
い
が
'
公
任
の
姿
は

見
え
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
確
か
め
る
べ
-
、
法
文
歌
を
公
任
の
歌
集
と
比
較

検
討
し
た
い
。

三
　
私
家
集
に
お
け
る
法
華
経
二
十
八
品
歌

『
梁
塵
秘
抄
』
巻
第
二
の
法
文
歌
は
仏
教
の
経
典
に
基
づ
い
て
縮
ま
れ
て
い

る
。
特
に
'
法
華
経
二
十
八
品
歌
か
法
文
歌
の
大
半
を
占
め
る
ほ
ど
へ
今
様
時

代
に
法
華
経
は
当
時
の
人
々
に
密
着
し
て
お
り
へ
　
『
梁
塵
秘
抄
j
の
法
文
歌
の

軸
と
な
っ
て
支
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
法
華
経
の
影
響
は
和
歌
の

世
界
に
も
投
影
さ
れ
て
い
る
。
公
任
は
法
華
経
二
十
八
品
の
和
歌
を
詠
ん
で
い

る
か
へ
現
存
す
る
中
で
は
最
初
の
も
の
で
あ
る
。
『
公
任
集
』
の
法
華
経
二
十

八
品
歌
の
成
立
に
関
し
て
は
'
長
保
四
年
(
一
〇
〇
二
)
八
月
十
八
日
東
三
条
院

(
7
)

詮
子
の
追
善
法
華
八
講
の
際
に
詠
ま
れ
た
こ
と
か
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

さ
て
'
法
華
経
二
十
八
品
の
歌
を
詠
ん
だ
歌
人
は
ど
の
く
ら
い
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
ま
ず
八
代
集
を
見
る
と
'
釈
教
関
連
歌
は
『
後
拾
遺
集
』
に
な
っ
て
初

め
て
姿
を
あ
ら
わ
し
'
『
千
載
集
」
　
の
頃
に
な
る
と
う
釈
教
歌
が
一
つ
の
部
と
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し
て
成
立
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
影
響
か
『
後
拾
遺
集
』
の
時
代
か
ら
私
家

集
に
お
い
て
も
法
華
経
二
十
八
品
歌
は
姿
を
現
わ
す
。
法
華
経
二
十
八
品
歌
を

す
べ
て
詠
ん
だ
歌
集
を
'
だ
い
た
い
『
梁
塵
秘
抄
』
の
成
立
〔
嘉
応
元
(
I
 
l

o

六
九
)
年
〕
前
後
ま
で
の
歌
人
の
家
集
を
対
象
に
絞
っ
て
み
る
と
'

◎
長
能
集
-
一
四
八
～
一
七
三
。
そ
の
う
ち
へ
「
人
記
品
」
と
「
厳
王
品
」
は

「
本
無
歌
」
。
二
六
首
。

◎
発
心
和
歌
集
(
選
子
内
親
王
)
-
二
五
～
五
二
。
二
八
首
。

◎
公
任
集
-
二
五
九
～
二
八
七
。
二
九
首
。

◎
赤
染
衛
門
集
-
四
二
七
～
四
五
四
。
二
八
首
。

・
入
道
右
大
臣
集
(
頼
宗
)
-
八
五
～
一
〇
六
。
l
≡
首
。

・
在
良
集
-
二
八
。
一
首
。

・
散
木
奇
歌
集
-
八
七
1
-
八
七
九
O
八
首
。

・
待
賢
門
院
堀
河
集
-
一
二
八
・
一
二
九
。
二
首
。

◎
田
多
民
治
集
-
一
六
八
1
1
九
五
O
　
二
八
首
.

・
教
長
集
-
八
三
〇
～
八
四
〇
O
十
首
O

・
忠
皮
集
-
九
五
～
九
八
O
　
四
首
。

・
山
家
集
-
八
七
七
～
八
九
三
。
十
七
首

・
西
行
法
師
歌
集
-
三
八
六
～
三
八
九
へ
六
1
三
、
六
三
九
。
六
首
。

◎
闘
書
集
-
一
～
三
二
。
三
二
首
。

◎
長
秋
詠
藻
-
八
五
へ
　
四
〇
三
～
四
三
〇
。
二
九
首
。

(
◎
は
'
法
華
経
二
十
八
品
歌
す
べ
て
か
詠
ま
れ
て
い
る
歌
集
)

と
な
る
。
こ
の
中
で
法
華
経
二
十
八
品
す
べ
て
か
詠
ま
れ
て
い
る
の
は
'
『
長

m
l

能
集
』
　
r
発
心
和
歌
集
(
選
子
内
親
王
)
』
　
『
公
任
集
』
　
『
赤
染
衛
門
集
』
　
F
田

多
民
治
集
(
藤
原
忠
通
)
』
　
『
開
音
集
(
西
行
法
師
)
』
　
『
長
秋
詠
荘
(
藤
原
俊

成
)
』
の
七
集
の
み
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
歌
集
の
中
で
『
公
任
集
』

と
ほ
ぼ
同
時
期
の
家
集
の
'
『
長
能
集
』
　
『
発
心
和
歌
集
』
　
『
赤
染
衛
門
集
』

『
公
任
集
』
を
中
心
に
具
体
的
な
検
討
を
行
い
た
い
。

四
　
公
任
の
法
華
経
二
十
八
品
歌
と
『
梁
塵
秘
抄
』
法
文
歌

r
I
J
試
り
し
.
郵
相
鋤
笥
i
^
V
-
^
^
i
^
J
f
i
r
P
-
J
'
-
矧
~
利
和
剖
細
山
喝
鋤
粛

喝
~
~
観
山
叫
村
域
0
期
判
れ
ば
　
　
(
巻
第
二
　
嘱
累
品
　
1
四
七
)

a
　
　
嘱
累
品

い
た
だ
き
を
返
す
返
す
ぞ
か
き
な
づ
る
え
か
た
き
法
の
う
し
ろ
め
た
さ
よ

(
公
任
集
　
二
八
一
)

b
　
　
嘱
累
品

な
れ
に
け
る
人
に
ぞ
つ
-
る
な
れ
ら
こ
そ
あ
だ
し
ご
こ
ろ
は
あ
ら
じ
と
恩

へ
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
長
能
集
一
六
九
)

C
　
　
嘱
累
品

如
是
三
度
諸
菩
薩
へ
頂
而
作
是
言

い
た
だ
き
を
な
で
て
を
し
へ
し
法
な
れ
ば
是
よ
り
か
み
は
あ
ら
ぬ
な
り
け

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
発
心
和
歌
集
　
四
六
)

d
　
　
属
累
品

な
が
れ
て
も
あ
だ
に
す
な
と
ぞ
か
き
な
づ
る
う
る
こ
と
か
た
き
法
を
と
け

と
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
赤
染
衛
門
集
　
四
四
八
)
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①
の
歌
は
法
華
経
「
嘱
累
品
」
を
今
様
化
し
た
五
首
の
う
ち
の
一
首
で
'
「
嘱
累

品
」
　
の
「
1
1
右
手
肝
'
K
:
=
苦
醗
群
.
r
a
代
.
頂
。
而
作
足
　
!
'
-
蝣
　
北
於
<
j
v
.
i
-
s
r
　
百
千

(
-
o
)

万
億
0
阿
憎
祇
劫
。
修
習
是
難
得
O
阿
縛
多
羅
三
薮
三
菩
提
法
」
と
い
う
箇
所

を
今
様
化
し
て
い
る
。
a
の
歌
も
法
華
経
の
同
じ
箇
所
を
歌
に
し
て
お
り
へ
表

現
ま
で
も
ほ
と
ん
ど
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
分
か
る
。
①
の
歌
を
私
に
解
釈
す

る
と
へ
　
「
釈
尊
が
右
の
手
を
以
て
'
教
え
を
譲
り
流
布
を
任
せ
た
菩
薩
た
ち
の

頭
を
撫
で
た
が
'
な
か
な
か
得
難
い
釈
尊
の
教
え
か
、
末
の
世
に
は
ど
う
な
る

か
不
安
に
思
わ
れ
る
」
と
い
う
内
容
の
今
様
と
な
ろ
う
が
'
釈
尊
の
教
え
が
末

世
に
な
る
と
ど
う
な
る
か
「
後
ろ
め
た
な
-
」
思
わ
れ
る
不
安
感
ま
で
が
公
任
の

歌
と
1
致
し
て
い
る
。
ほ
か
の
三
集
に
関
し
て
は
t
 
b
と
d
は
ま
っ
た
-
還
っ

た
詠
ま
れ
方
か
な
さ
れ
て
お
り
へ
　
C
だ
け
は
①
と
同
じ
発
想
の
も
の
で
あ
る
と

言
え
る
が
、
表
現
の
類
似
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
O
　
ほ
か
の
家
集
で
は
詠
ま

れ
て
い
る
経
文
の
箇
所
自
体
が
異
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
見
て
も
公

任
歌
か
今
様
が
作
ら
れ
た
際
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ

r
a
ォ

②
曲
目
~
剤
の
嬉
し
き
は
う
教
ふ
る
人
だ
に
無
け
れ
ど
も
へ
観
音
大
悲
に
導
か

り
に

(
長
能
集
一
七
一
)

れ
'
人
ら
ぬ
者
こ
そ
無
か
り
け
れ
　
　
(
巻
第
二
　
観
音
品
一
五
九
)

a
　
　
普
門
品

よ
を
す
-
ふ
う
ち
に
は
誰
か
人
ら
ざ
ら
ん
あ
ま
ね
き
門
を
人
し
さ
さ
ね
ば

(
公
任
集
　
二
八
四
)

b
　
　
普
門
品

人
わ
た
す
身
に
や
い
く
ら
と
ひ
と
と
は
は
わ
れ
こ
そ
い
は
め
み
そ
ぢ
あ
ま

C
　
　
観
世
音
菩
薩
品

具
神
通
力
へ
応
修
知
方
便
へ
十
方
諸
国
土
へ
無
刺
不
現
身
へ
　
種
種
諸

悪
趣
へ
地
獄
鬼
畜
生
へ
生
老
病
死
苦
、
以
暫
悉
令
滅

あ
ふ
こ
と
を
い
づ
-
に
て
と
か
契
る
べ
き
う
き
身
の
ゆ
か
ん
方
を
し
ら
ね

ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
発
心
和
歌
集
　
四
九
)

d
　
　
観
音
品

身
を
分
け
て
あ
ま
ね
-
の
り
を
と
-
中
に
ま
だ
わ
た
さ
れ
ぬ
わ
が
身
か
な

し
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
赤
染
衛
門
集
　
四
五
1
)

②
の
歌
と
a
の
歌
は
法
華
経
「
観
世
音
菩
薩
普
門
品
」
を
典
拠
に
し
て
作
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
経
典
を
見
る
と
、
こ
れ
ら
の
歌
に
対
応
す
る
経
文
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
経
文
よ
り
も
「
観
世
音
菩
薩
普
門
品
」
と
い
う
品
の
名

前
を
も
っ
て
作
ら
れ
た
歌
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
へ

両
首
と
も
に
「
普
門
」
を
「
あ
ま
ね
き
門
」
と
い
う
ふ
う
に
'
浜
語
を
和
語
に
和
ら

げ
て
い
る
点
へ
ま
た
「
救
い
の
門
に
入
れ
る
」
と
い
う
表
現
を
し
て
い
る
点
か
'

両
首
に
お
い
て
は
一
脈
通
ず
る
所
で
あ
る
ー
.
a
.
0
.
-
a
に
は
'
②
の
歌
と
類

似
す
る
表
現
を
見
な
い
。

③
婆
羅
や
林
樹
の
樹
の
下
に
、
帰
る
と
人
に
は
見
え
し
か
ど
　
薗
叫
矧
山
初
山

38

の
端
に
'
月
は
の
ど
け
く
照
ら
す
め
り
(
巻
第
二
　
雑
法
文
歌
一
九
こ

a
　
　
寿
量
品

出
入
る
と
人
は
み
れ
ど
も
よ
と
と
も
に
珂
u
d
副
面
相
副
鳳
堵
q
切
u



(
公
任
集
　
二
七
五
)

b
　
　
素
量
品

た
ら
ち
ね
の
-
す
る
を
な
め
む
か
り
そ
め
の
み
こ
と
を
き
-
は
か
な
し
か

り
け
れ

C
　
　
如
来
寿
量
品

(
長
能
集
一
六
二
)

為
度
衆
生
故
へ
方
便
現
浬
磐
へ
而
実
不
滅
度
へ
常
住
此
説
法
、
我
常

住
於
此
、
以
諸
神
通
力
へ
　
例
顛
倒
衆
生
へ
並
近
而
不
見

そ
の
か
み
の
心
ま
ど
ひ
の
名
残
に
て
ち
か
き
を
見
ぬ
ぞ
わ
び
し
か
り
け
る

(
発
心
和
歌
集
　
四
〇
)

d
　
　
寿
五
品

あ
り
な
が
ら
し
ぬ
る
気
色
は
こ
の
た
め
に
と
め
し
-
す
り
を
す
か
す
な
り

け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
赤
染
衛
門
集
　
四
四
二
)

③
の
歌
は
『
梁
塵
秘
抄
』
に
お
い
て
は
雑
法
文
歌
に
属
し
て
い
る
か
へ
そ
の
内

容
か
ら
し
て
法
華
経
「
如
来
寿
畳
品
」
に
典
拠
を
持
つ
今
様
で
あ
る
o
　
「
如
来
寿

量
品
」
に
あ
る
「
神
通
力
如
是
　
於
阿
憎
祇
劫
　
常
在
霊
鷺
山
　
及
除
諸
住
虞
」

の
「
常
在
霊
鷲
山
」
を
歌
に
し
た
の
が
③
と
a
で
あ
る
。
③
の
歌
は
「
釈
尊
が
常

に
霊
鷲
山
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
」
　
こ
と
を
月
に
替
え
て
い
る
o
 
a
の
歌
も
同
じ
-

「
常
在
霊
鷲
山
」
を
「
鷲
の
峯
な
る
月
」
と
い
う
ふ
う
に
'
「
釈
尊
」
を
「
月
」
に
撃
え

て
い
る
と
こ
ろ
が
一
致
し
て
お
り
、
そ
の
月
が
「
の
ど
け
き
」
月
で
あ
る
こ
と
ま

で
も
1
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
O
　
ほ
か
の
歌
集
に
お
い
て
は
t
 
b
・
d
は
「
寿

量
品
」
の
「
良
き
医
者
の
撃
え
」
の
場
面
を
詠
ん
で
い
る
な
ど
「
常
在
霊
鷺
山
」
を

歌
に
し
て
い
る
も
の
は
な
い
O
但
し
へ
　
『
問
召
集
』
　
『
拾
玉
集
』
で
は
「
山
の

有
明
の
月
」
と
言
っ
て
「
霊
鷲
山
の
月
」
を
詠
ん
で
は
い
る
か
へ
「
の
ど
け
き
月
」

と
表
現
し
て
お
ら
ず
へ
ま
た
へ
時
代
的
に
も
前
後
関
係
か
明
確
で
は
な
い
の
で

③
の
歌
と
類
似
し
て
い
る
と
は
言
え
ま
い
O

常
に
「
霊
鷺
山
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
釈
尊
」
を
「
月
」
に
撃
え
た
用
例
は
和
歌
に
は

多
い
。-

　
寿
五
品
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
康
資
王
母

わ
し
の
山
へ
だ
つ
る
-
も
や
ふ
か
か
ら
ん
つ
ね
に
す
む
な
る
月
を
み
ぬ
か

な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
後
拾
遺
集
　
第
廿
雑
六
　
1
一
九
五
)

Ⅱ
　
　
(
提
婆
品
の
心
を
よ
め
る
)
　
　
　
　
　
　
皇
太
后
権
大
夫
師
時

け
ふ
ぞ
し
る
わ
し
の
た
か
ね
に
て
る
月
を
た
に
か
は
く
み
し
人
の
か
け
と

ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
金
葉
集
　
巻
第
十
　
雑
部
下
　
六
三
六
)

Ⅲ
　
　
後
冷
泉
院
御
時
、
皇
后
宮
に
一
品
経
供
養
せ
ら
れ
け
る
時
へ
寿
畳
品

の
心
を
よ
め
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
国
房

月
か
け
の
つ
ね
に
す
む
な
る
山
の
は
を
へ
だ
つ
る
雲
の
な
か
ら
ま
し
か
ば

(
千
載
集
　
巻
第
十
九
　
釈
教
歌
一
二
〇
七
)

「
霊
鷺
山
の
月
」
を
詠
ん
で
い
る
歌
の
公
任
歌
を
除
い
た
初
出
は
、
I
の
『
後
拾

退
集
』
で
あ
る
O
こ
の
歌
は
③
と
a
と
同
じ
-
「
常
在
霊
駕
山
」
を
詠
ん
で
お
り
へ

③
と
a
と
同
趣
旨
の
歌
で
あ
る
と
言
え
る
.
Ⅱ
の
歌
は
'
「
霊
鷲
山
の
釈
尊
」
を

「
月
」
に
撃
見
た
の
は
同
じ
で
あ
る
か
、
詞
書
に
も
あ
る
よ
う
に
「
提
婆
逮
多
品
」

に
出
て
-
る
「
阿
私
仙
」
を
内
容
に
し
て
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。
Ⅲ
の
歌
の
場
合
は
t

I
の
歌
の
よ
う
に
「
常
在
霊
鷲
山
」
を
詠
み
へ
趣
旨
を
同
じ
-
し
て
い
る
O

こ
の
よ
う
に
へ
-
・
a
・
m
の
歌
が
『
梁
塵
秘
抄
』
　
『
公
任
集
』
と
同
様
に
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「
常
在
霊
鷲
山
」
を
詠
ん
で
は
い
る
か
へ
師
時
・
康
資
王
母
・
国
房
は
時
代
的
に

公
任
よ
り
後
の
人
で
あ
る
の
で
'
「
霊
鴬
山
の
釈
尊
」
を
「
月
」
に
撃
見
て
い
る
の

は
公
任
が
初
め
て
で
あ
ろ
う
。
ま
た
へ
そ
の
月
を
「
の
ど
け
し
」
と
表
現
し
て
い

る
点
は
'
公
任
歌
と
類
似
し
て
い
る
と
認
め
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
の
ど
け
き
月
」
に
つ
い
て
も
'
公
任
が
初
め
て
歌
語
と
し
て
使
っ
た
表
現
で

は
な
い
。

Ⅳ
　
　
八
月
に
人
の
家
の
つ
り
殿
に
ま
ら
う
ど
あ
ま
た
あ
り
て
月
を
見
る

し
た
か
ふ

水
の
お
も
に
や
ど
れ
る
月
の
の
ど
け
き
は
な
み
ゐ
て
人
の
ね
ぬ
よ
な
れ
ば

カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
拾
迫
集
　
巻
第
十
七
　
雑
秋
　
二
〇
七
)

「
の
ど
け
き
月
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
和
歌
を
成
立
年
代
を
考
慮
し
て
調
べ
て
み
る

と
t
 
a
の
歌
よ
り
も
早
い
と
思
わ
れ
る
歌
は
多
-
見
ら
れ
る
が
'
Ⅳ
の
歌
の
よ

う
に
「
清
明
な
水
面
に
月
が
映
り
へ
そ
こ
に
映
ら
れ
て
い
る
月
」
を
「
の
ど
け
し
」

と
表
現
し
て
い
る
の
か
一
般
的
な
詠
ま
れ
方
と
言
え
よ
う
。
が
、
a
の
歌
の
よ

う
に
「
霊
鷺
山
の
釈
尊
」
を
「
月
」
に
例
え
て
「
の
ど
け
き
月
」
と
表
現
し
て
い
る
の

は
公
任
の
時
代
ま
で
下
ら
な
い
と
そ
の
姿
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
が

見
え
る
の
は
『
公
任
集
』
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
成
立
の
『
発
心
和
歌
集
』
と
『
成

尋
阿
閤
梨
母
集
』
で
あ
ろ
う
。

Ⅴ
　
　
諸
仏
任
せ

諸
仏
若
欲
示
浬
磐
へ
我
志
至
誠
而
勧
請
へ
唯
願
久
住
剰
塵
劫
へ
利
益

一
切
諸
衆
生

み
な
人
の
ひ
か
り
を
あ
ふ
ぐ
空
の
月
の
ど
か
に
照
せ
雲
が
く
れ
せ
で

(
発
心
和
歌
集
一
二
)

Ⅵ
　
　
と
お
も
ひ
っ
つ
あ
か
し
-
ら
し
て
も
'
あ
し
た
の
日
の
'
く
も
を
は

ら
ひ
て
い
づ
る
に
も
う
日
に
そ
へ
て
つ
-
り
け
む
つ
み
を
、
つ
ゆ
も

の
こ
さ
ず
き
や
し
給
へ
と
ね
ん
じ
'
ゆ
ふ
べ
の
月
の
ひ
か
り
を
見
て

も
t
　
に
や
せ
ん
ま
で
さ
そ
ひ
給
へ
と
た
の
む

わ
し
の
や
ま
の
ど
か
に
て
ら
す
月
こ
そ
は
ま
こ
と
の
み
ち
の
し
る
ペ
と
は

書
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
成
尋
阿
閤
梨
母
集
一
七
四
)

V
の
歌
の
「
空
の
月
」
は
「
霊
鷺
山
の
月
」
と
歌
本
文
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
'

詞
書
と
合
わ
せ
て
考
え
る
と
「
釈
尊
」
の
意
味
と
な
ろ
う
。
Ⅵ
の
歌
の
「
月
」
は

「
わ
し
の
や
ま
」
と
あ
る
よ
う
に
明
ら
か
に
「
霊
鷲
山
の
月
」
へ
す
な
わ
ち
「
釈
尊
」

の
意
味
と
な
る
　
>
・
」
に
共
通
に
見
ら
れ
る
「
月
」
は
「
諸
々
の
衆
生
を
法
の

道
に
導
-
月
」
で
あ
り
へ
そ
の
月
が
「
の
ど
か
に
照
ら
す
月
」
で
あ
る
こ
と
は
'

③
の
歌
と
同
じ
内
容
で
あ
る
と
言
え
よ
う
が
'
や
は
り
表
現
の
類
似
は
a
の
歌

に
求
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

④
達
多
は
叫
の
仇
な
れ
ど
'
仏
は
そ
れ
を
も
知
ら
ず
し
て
、
慈
悲
の
眼
を

き
つ
/
'
法
の
通
に
ぞ
入
れ
給
ふ
　
　
(
巻
第
1
1
　
提
婆
品
　
二
四
)

a
　
　
提
婆
品

み
な
人
を
仙
面
魂
村
山
詔
矧
叫
鋤
滅
増
も
仏
な
り
け
り

(
公
任
集
　
二
七
〇
)

b
　
　
提
婆
品

み
な
そ
こ
に
い
か
で
や
と
せ
を
す
ぐ
し
け
む
か
-
あ
き
ら
け
き
も
ち
月
の

わ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
長
能
集
一
五
八
)
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C
　
　
提
婆
達
多
品

皆
達
見
彼
へ
龍
女
成
仏
へ
普
為
時
会
へ
人
天
説
法
へ
　
心
大
歓
喜

さ
ば
り
に
も
さ
は
ら
ぬ
た
め
し
有
り
け
れ
ば
隔
つ
る
雲
も
あ
ら
し
と
ぞ
思

ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
発
心
和
歌
集
　
三
六
)

d
　
　
に
地
'
&
.
品

わ
た
つ
み
の
み
や
を
い
で
た
る
程
も
な
-
さ
は
り
の
ほ
か
に
な
り
に
け
る

か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
赤
染
衛
門
集
　
四
三
八
)

④
の
歌
は
'
『
梁
塵
秘
抄
』
に
は
法
華
経
「
提
婆
逮
多
品
」
の
今
様
と
し
て
収
め

ら
れ
て
い
る
か
、
「
提
婆
迂
多
品
」
に
は
④
の
歌
に
対
応
す
る
箇
所
は
確
認
さ
れ

て
い
な
い
。
但
し
へ
あ
る
と
し
た
ら
「
提
婆
達
多
が
つ
い
に
は
成
仏
す
る
」
と
い

っ
た
内
容
が
当
て
は
ま
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
'
後
半
の
み
が
一
致
し

て
い
て
、
前
半
の
「
提
婆
遷
多
か
仏
の
仇
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
a
の
歌
の
公
任
も
法
華
経
に
当
て
は
ま
る
箇
所
を
詠
ま

ず
'
④
の
前
半
の
「
提
婆
達
多
が
仏
の
仇
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
の
で

あ
る
。
ま
た
へ
　
a
の
歌
の
「
仏
の
道
に
い
れ
つ
れ
ば
」
は
'
④
の
歌
の
「
法
の
追

に
ぞ
入
れ
給
ふ
」
と
い
う
箇
所
と
一
致
し
て
い
る
。
ほ
か
の
家
集
の
「
提
婆
達

多
品
」
の
歌
を
見
る
と
、
C
・
d
の
「
提
婆
透
多
品
」
の
歌
で
は
当
時
広
-
知
ら

れ
て
い
る
「
龍
女
成
仏
」
や
「
女
人
五
障
」
な
ど
を
歌
に
し
て
い
る
。
つ
ま
り
『
公

任
集
』
以
外
か
「
F
E
:
女
成
仏
」
や
「
女
人
五
障
」
を
歌
に
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
t

r
公
任
集
』
　
で
は
『
梁
塵
秘
抄
j
　
の
よ
う
に
「
提
婆
迂
多
は
仏
の
仇
で
あ
っ
た

が
'
仏
は
そ
れ
で
も
法
の
道
に
入
れ
た
」
と
い
う
こ
と
を
歌
に
し
て
い
る
の
で

あ
る
O
も
ち
ろ
ん
『
梁
塵
秘
抄
』
の
中
の
法
華
経
「
提
婆
達
多
品
」
に
は
「
龍
女

成
仏
」
や
「
女
人
五
障
」
を
謡
っ
た
今
様
も
収
め
ら
れ
て
い
る
か
へ
　
ほ
か
の
家
集

の
「
提
婆
運
多
品
」
の
歌
と
表
現
の
類
似
は
ま
っ
た
-
見
ら
れ
な
い
。

以
上
『
梁
塵
秘
抄
』
巻
第
二
の
法
文
歌
と
法
華
経
二
十
八
品
が
す
べ
て
詠
ま

れ
て
い
る
家
集
と
の
歌
の
比
較
を
試
み
た
。
ま
た
へ
本
稿
で
採
り
あ
げ
た
家
集

以
外
の
そ
れ
ぞ
れ
の
品
が
歌
か
詠
ま
れ
て
い
る
家
集
を
も
念
頭
に
入
れ
て
考
察

を
進
め
て
み
た
。
そ
の
結
果
へ
法
華
経
の
品
々
か
ら
採
っ
て
い
る
経
文
の
箇
所

や
そ
の
詩
句
と
し
て
の
表
現
方
法
が
一
致
し
て
い
る
歌
が
公
任
歌
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
O
注
目
し
た
い
の
は
'
公
任
か
法
華
経
二
十

八
品
の
経
文
を
和
語
と
し
て
取
り
入
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
「
普

門
」
を
「
あ
ま
ね
き
門
」
に
す
る
と
か
、
「
霊
鷲
山
」
を
「
鷲
の
峯
」
に
す
る
な
ど
'

漢
語
を
和
語
に
す
る
志
向
性
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
に
関
し
て
杉
田
ま
ゆ
子
氏
は
'

公
任
は
二
十
八
品
歌
に
お
い
て
、
八
年
ほ
ど
前
に
作
っ
た
法
華
経
漢
詩

を
踏
ま
え
へ
経
文
か
ら
漢
詩
へ
'
漢
詩
か
ら
和
歌
へ
の
経
路
を
辿
っ
て

「
漢
文
の
和
語
化
」
を
図
っ
た
。
法
華
経
普
門
品
を
詠
ん
だ
「
世
を
救
ふ
う

ち
に
は
た
れ
か
人
ら
ざ
ら
む
あ
ま
ね
き
門
を
人
し
さ
さ
ね
ば
」
(
二
八
四
/

後
拾
迫
集
二
一
九
六
/
栄
華
物
語
う
た
が
ひ
)
の
「
あ
ま
ね
き
門
」
等
'

漢
文
を
訓
読
し
た
形
で
あ
り
な
が
ら
和
語
と
し
て
通
用
す
る
歌
を
二
十
八

品
に
す
べ
て
詠
作
し
た
。
(
中
略
)
公
任
以
前
に
は
和
歌
で
二
十
八
品
・

十
愉
全
部
を
詠
作
し
た
歌
人
は
碓
諾
さ
れ
て
お
ら
ず
へ
定
数
歌
・
月
次
歌

の
流
行
と
も
関
係
す
る
と
も
考
え
ら
れ
る
か
、
法
華
七
職
の
よ
う
な
人
口

に
婚
失
し
て
い
る
愉
え
ば
か
り
で
は
な
く
へ
全
て
の
品
・
職
に
和
歌
を
詠

作
す
る
こ
と
で
「
讃
」
と
し
て
の
形
を
整
え
へ
信
仰
と
結
び
付
け
て
い
っ
た
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7

1

-

m

と
考
え
ら
れ
る
。

と
い
う
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
漢
語
の
和
語
化
の
志
向
は
'
本
稿

で
見
て
き
た
法
文
歌
に
も
見
え
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
公
任
が
志
向
し
て
い

た
「
漢
文
の
和
語
化
」
と
'
法
華
経
を
今
様
化
す
る
際
に
「
経
文
の
和
語
化
」
と
い

う
現
象
が
通
じ
合
う
側
面
を
持
っ
て
い
た
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

お
わ
リ
に

以
上
へ
今
様
に
お
け
る
公
任
崇
拝
の
あ
り
様
に
つ
い
て
へ
　
『
梁
塵
秘
抄
』
所

収
の
今
様
と
和
歌
と
に
注
目
し
て
考
察
を
行
っ
た
。
本
稿
で
行
っ
た
考
察
か
ら

は
'
当
時
の
今
様
創
作
者
た
ち
か
公
任
の
業
績
を
い
か
に
高
く
評
価
し
て
い
た

か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

今
様
、
厳
密
に
言
っ
て
今
様
作
者
に
と
っ
て
の
'
公
任
崇
拝
の
あ
り
様
に
は
、

二
つ
の
側
面
か
あ
ろ
う
。

第
1
に
は
'
撰
集
者
と
し
て
の
側
面
で
あ
る
。
r
拾
退
抄
』
　
『
三
十
六
人
撰
』

『
金
玉
集
』
　
『
深
窓
秘
抄
』
　
『
和
歌
九
品
』
　
『
前
十
五
番
歌
合
』
　
『
後
十
五
番

歌
合
』
を
撰
集
し
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
を
集
大
成
し
た
撰
者
と
し
て
の
公
任
が

今
様
の
作
者
た
ち
に
は
崇
拝
す
べ
き
対
象
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
へ
和
歌
史
の
中

の
公
任
観
と
今
様
に
お
け
る
公
任
観
と
も
重
な
り
へ
当
時
の
公
任
観
を
う
か
が

う
こ
と
の
で
き
る
格
好
の
視
点
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
二
に
も
法
華
経
二
十
八
品
歌
を
詠
ん
だ
歌
人
と
し
て
の
側
面
で
あ
る
。
公

任
は
'
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
'
現
存
す
る
中
で
最
初
の
法
華
経
二
十
八
品
歌

の
詠
者
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
'
和
歌
の
世
界
に
仏
教
的
要
素
を
大
い
に
含
ん
だ

法
華
経
二
十
八
品
歌
を
取
り
入
れ
て
'
法
華
経
二
十
八
品
歌
の
草
分
け
的
な
存

在
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
へ
　
『
後
拾
退
集
』
か
ら
見
え
始
め
る
釈

教
歌
の
流
行
と
も
重
な
る
。
そ
の
法
華
経
二
十
八
品
歌
を
詠
む
際
の
'
経
文
の

和
語
化
は
今
様
創
作
者
た
ち
に
よ
っ
て
は
よ
い
模
範
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
O

も
ち
ろ
ん
へ
漢
語
の
和
語
化
は
以
降
の
歌
人
た
ち
に
も
影
響
を
与
え
た
と
思
わ

a
s
sし

か
し
今
様
創
作
者
た
ち
に
と
っ
て
'
公
任
は
和
歌
の
詠
作
者
と
し
て
は
あ

ま
り
重
ん
じ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
法
華
経
二
十
八
品
歌
以
外
の

公
任
の
歌
は
'
現
存
『
梁
塵
秘
抄
』
所
収
の
今
様
に
は
採
用
さ
れ
て
い
た
痕
跡

が
な
い
O
こ
れ
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
公
任
を
詠
作
者
と
し

て
評
価
し
て
い
た
と
見
る
よ
り
も
'
中
世
文
学
史
へ
特
に
中
世
歌
謡
史
の
中
で

そ
の
確
た
る
位
置
を
占
め
て
い
た
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
撰
者
と
し
て
の
評
価
へ

ま
た
秀
歌
撰
の
撰
者
と
し
て
高
い
評
価
を
与
え
て
い
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
公
任
の
歌
詠
み
と
し
て
の
一
面
は
、
釈
教
歌
へ
特
に
法
華
経
二
十

八
品
歌
を
揃
っ
て
詠
み
込
ん
だ
者
と
し
て
投
影
さ
れ
て
い
る
D
そ
の
評
価
が
今

様
へ
今
様
創
作
者
に
は
大
き
な
支
持
を
得
て
い
て
'
そ
こ
か
ら
和
歌
を
利
用
し

た
今
様
を
作
る
に
至
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
今
様
の

材
料
と
な
る
和
歌
を
提
供
す
る
'
重
要
な
源
泉
は
や
は
り
『
和
漢
朗
詠
集
』
ほ

か
の
公
任
の
撰
集
に
よ
る
作
品
で
あ
っ
た
O
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[注]
(
-
)
源
資
賢
は
才
知
の
あ
る
今
様
の
謡
い
手
と
し
て
'
『
梁
塵
秘
抄
』
口
伝



集
巻
第
十
や
'
「
吉
野
宮
水
院
楽
書
」
な
ど
多
-
の
伝
承
が
残
さ
れ
て
お

り
へ
慈
円
は
r
拾
玉
集
』
　
に
お
い
て
今
様
を
残
し
て
い
る
O

(
2
)
　
『
梁
塵
秘
抄
』
口
伝
集
と
俊
頼
髄
脳
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
る
論
文

と
し
て
主
な
も
の
は
'
小
川
寿
子
氏
の
「
俊
頬
と
今
様
」
　
(
『
国
語
と
国

文
学
』
五
九
・
六
へ
昭
和
五
六
・
六
)
と
松
本
宏
司
氏
の
「
『
梁
塵
秘
抄

口
伝
集
』
と
『
俊
頼
髄
脳
』
」
　
(
『
成
城
国
文
学
』
第
五
号
へ
平
成
元
年

・
三
)
か
あ
る
。

(
3
)
小
林
芳
規
他
校
注
へ
　
『
梁
塵
秘
抄
閑
吟
集
狂
言
歌
謡
』
　
「
新
日
本
古

典
文
学
大
系
」
5
6
へ
岩
波
書
店
。
以
下
『
梁
塵
秘
抄
』
の
本
文
は
こ
れ
に

よ
る
。

(
4
)
参
考
に
し
た
諸
注
釈
書
は
、
『
梁
塵
秘
抄
閑
吟
集
狂
言
歌
謡
』
　
「
新

日
本
古
典
文
学
大
系
」
・
『
神
楽
歌
催
馬
楽
梁
塵
秘
抄
閑
吟
集
』
　
「
日

本
古
典
文
学
全
集
」
・
『
和
漢
朗
詠
集
梁
塵
秘
抄
』
　
「
日
本
古
典
文
学
大

系
」
・
『
梁
塵
秘
抄
』
　
「
新
潮
日
本
古
典
集
成
」
で
あ
る
.

(
5
)
新
問
進
1
　
「
『
今
様
』
に
見
る
仏
教
」
　
『
仏
教
文
学
研
究
(
二
)
』
へ
法

蔵
館
、
昭
和
三
十
九
年
。

(
6
)
小
野
恭
靖
「
今
様
と
和
歌
1
『
梁
塵
秘
抄
』
所
収
歌
を
中
心
と
し
て

-
　
」
　
『
王
朝
文
学
荒
と
掌
』
　
「
笠
間
叢
容
2
5
4
J
 
t
笠
間
書
院
、
平
成

四
年
八
月
(
=
『
中
世
歌
謡
の
文
学
的
研
究
』
へ
　
「
笠
間
叢
書
2
9
2
」
へ

平
成
八
年
二
月
)
0

(
7
)
　
『
権
記
』
長
保
四
年
(
一
〇
〇
二
)
八
月
十
八
日
条
に
も

十
八
日
辛
巳
へ
自
花
山
院
有
召
'
参
入
へ
有
勅
日
へ
寄
寓
聖
形
(
形
)

像
令
贋
貴
国
之
へ
近
歯
示
中
書
大
王
へ
　
耶
記
事
旨
へ
可
書
之
者
へ
奉

仰
退
出
へ
詣
左
府
へ
有
廿
八
品
和
苛
之
事
へ
大
弼
作
序
へ
入
夜
罷
出
へ

(
『
権
記
』
二
へ
「
史
料
纂
集
」
8
2
)

醒
e
s
s
s

(
8
)
　
『
新
編
国
歌
大
観
』
　
Ⅲ
私
家
集
編
。
以
下
へ
和
歌
の
引
用
は
こ
れ
に
よ

る
。

(
9
)
　
『
長
能
集
』
は
成
立
時
期
に
つ
い
て
や
や
問
題
を
学
ん
で
い
る
。
『
長

能
集
』
の
法
華
経
二
十
八
品
歌
は
'
流
布
本
に
は
載
っ
て
お
ら
ず
へ
　
『
新

柄
国
歌
大
観
』
の
底
本
で
あ
る
神
宮
文
庫
本
に
は
載
っ
て
い
る
の
で
成
立

が
問
題
化
さ
れ
て
い
る
か
へ
平
安
時
代
の
歌
人
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
し
て

比
較
の
対
象
と
す
る
。

(
2
)
坂
本
幸
男
他
訳
注
へ
　
『
法
華
経
』
「
岩
波
文
庫
」
。
以
下
法
華
経
の
引
用

は
こ
れ
に
よ
る
。

(
‖
)
杉
田
ま
ゆ
子
「
公
任
の
釈
教
歌
　
-
　
経
歴
経
十
愉
歌
　
そ
の
発
生
と
機

縁
　
-
　
」
　
『
和
歌
文
学
研
究
』
第
六
十
九
号
、
和
歌
文
学
会
婦
へ
平
成
六

年
十
一
月
。

-
　
ク
・
ヘ
ギ
ョ
ン
'
広
島
大
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
在
学
　
-
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